
菓私の意見

十月、ふるさと三宮へ復帰

講座の充実で恩返し
神戸新聞文化センター(KCC)
理事長

井上照弥

「
K
C
C
に
と
っ
て
、
本
当
の
意

味
で
の
震
災
復
興
が
終
わ
る
の
は
、

今
年
の
十
月
で
す
」
。
こ
う
言
う
と
、

た
い
て
い
の
方
は
怪
訝
な
顔
を
さ
れ

る
。
K
C
C
は
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の

本
部
の
ほ
か
に
神
戸
市
内
だ
け
で
も

三
支
部
を
持
ち
、
活
発
に
活
動
し
て

い
る
。
震
災
の
痛
手
か
ら
と
っ
く
に

立
ち
直
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ

う
思
わ
れ
る
ら
し
い
。

震
災
十
年
で
復
興
は
終
了
し
た
と

い
う
の
が
一
般
的
な
見
方
だ
が
、
一

方
で
ソ
フ
ト
面
は
ま
だ
ま
だ
、
と
の

声
も
耳
に
す
る
。
K
C
C
の
場
合
、

一
九
三
七
年
の
設
立
以
来
ず
っ
と
本

拠
に
し
て
き
た
三
宮
の
神
戸
新
聞
会

館
が
全
壊
し
、
泣
く
泣
く
退
去
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
三
宮
へ
帰
る
こ
と
が
で

き
て
こ
そ
真
の
復
興
。
そ
れ
が
十
月

な
ん
で
す
」
と
説
明
し
て
、
初
め
て

納
得
し
て
も
ら
え
る
。

K
C
C
が
入
居
す
る
ミ
ン
ト
神
戸

は
、
震
災
前
の
新
聞
会
館
と
ま
っ
た

く
同
じ
場
所
に
建
つ
。
す
で
に
六
百

講
座
を
用
意
し
、
七
月
末
か
ら
受
講

生
を
募
集
し
て
い
る
が
、
お
か
げ
さ

ま
で
反
応
は
よ
い
。

こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
は
、
も
ち

ろ
ん
自
分
た
ち
だ
け
の
力
で
は
な
く
、

周
り
の
支
援
が
あ
っ
て
の
こ
と
。
だ

か
ら
、
次
は
わ
れ
わ
れ
が
お
返
し
を

す
る
番
で
あ
る
。

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
神

戸
の
文
化
向
上
と
発
展
に
い
さ
さ
か

で
も
貢
献
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

べ
く
多
彩
な
講
座
を
そ
ろ
え
る
。
優

秀
な
講
師
を
招
増
す
る
。
各
講
座
の

内
容
を
充
実
さ
せ
る
。
そ
れ
以
外
に

は
あ
り
得
な
い
。

少
し
大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
、

震
災
を
生
き
延
び
る
こ
と
の
で
き
た

も
の
に
は
、
社
会
的
な
使
命
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

「
試
練
を
潜
り

抜
け
て
き
た
と
こ
ろ
は
、
や
は
り
違

う
」
-
そ
う
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
、

ふ
る
さ
と
復
帰
を
実
現
で
き
た
わ
れ

わ
れ
K
C
C
の
責
任
で
あ
る
。

三宮KCCは10月6日からミント神戸17階でオー 

プンする。教室はレクチャー室、バレーボール、 

音楽室、和室、特別教室など17室。 

講座に関する問い合わせ・資料請求は、 

臆神戸市中央区雲井通7-1-1 

臆密078-265-1100 

書冊p:〃kcc.kobe-nP.jp/ 
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話題のひろば一
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上海のパールブノンセスと、田嶋社長、副社長ら

幸のパールプリンセス神戸本社へ来訪

岩本達也さん 仲井昇監督

上海田崎真珠主
サマー・クラシカルフイルムフェステイヴァル開く

7
月
2
8
日
の
午
後
。
田
崎
真
珠
本
社
2

階
に
お
い
て
、
中
国
の
現
地
法
人
・
上
海
田

崎
真
珠
有
限
公
司
主
宰
の
も
と
、
本
年
4
月

パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、

選
ば
れ
た
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
の
許
静
博
(
シ

ユ
1
・
ユ
ン
ボ
ウ
)

さ
ん
と
、
準
パ
ー
ル
プ

リ
ン
セ
ス
の
察
燕
婦
(
ツ
ァ
イ
・
イ
ェ
ン
テ

ィ
ン
)

さ
ん
が
来
神
し
、
紹
介
さ
れ
た
。

田
崎
俊
作
社
長
は

「
上
海
に
お
け
る
真
珠

の
普
及
と
啓
蒙
の
役
目
を
担
っ
た
美
女
た
ち

は
、
素
晴
ら
し
く
真
珠
の
似
合
う
方
々
で
す
」

と
。8

月
2
日
̃
5
日
の
3
日
間
、
日
米
文
化

交
流
を
目
的
に
、
タ
サ
ギ
ス
ワ
ン
ク
ラ
ブ
が
、

在
天
阪
神
戸
ア
メ
リ
カ
総
領
事
ダ
ニ
エ
ル
・

ラ
ッ
セ
ル
氏
の
作
品
選
定
に
よ
る
、
サ
マ
ー
・

ク
ラ
シ
カ
ル
・
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ

ル

「
愛
・
エ
ロ
ス
・
勇
気
」
を
、
在
大
阪
・

神
戸
ア
メ
リ
カ
領
事
館
の
後
援
を
得
て
開
催
。

3
日
は

「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
、
4
日
は

「
北

北
西
に
進
路
を
取
れ
」
と

「
雨
に
唄
え
ば
」
、

5
日
は

「
お
熱
い
の
が
お
好
き
」
と

「
E
・

T

(
1
9
8
2
)
」
を
上
映
。
初
日
は
田
崎

俊
作
社
長
、
2
日
日
は
仲
井
昇
タ
サ
キ
ペ
ル

ー
レ
監
督
、
3
日
日
は
N
T
T
の
岩
本
達
也

氏
が
講
演
し
大
好
評
だ
っ
た
。
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ー話題のひろば

会を主催した伊丹市から

藤原供奉市長があいさつ

作家・醸本義「さん

「ひとつきだけの田辺聖子文学館」展開催を祝う会
伊丹で開催

作
家
・
田
辺
聖
子
さ
ん
が
伊
丹
市
に
住
ん

で
3
0
周
年
を
記
念
し
て

「
ひ
と
つ
き
だ
け

の
田
辺
聖
子
文
学
館
」

が
、
8
月
5
日
か

ら
2
7
日
ま
で
柿
衛
文
庫
で
開
催
さ
れ
た
の

を
祝
い
、
8
月
5
日
伊
丹
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

で

「
田
辺
聖
子
展
覧
会
開
催
を
祝
う
会
」
が

開
か
れ
た
。
伊
丹
は
、
万
葉
の
古
歌
に

「
猪

名
野
」

の
名
で
登
場
す
る
地
。
田
辺
さ
ん
は

引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
の
と
き
猪
名
野
行

き
と
書
か
れ
た
バ
ス
を
見
て

「
歌
枕
の
地
に

住
ん
で
い
る
」

と
感
動
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
語
っ
た
。

祝
う
会
で
は
、
ま
ず
作
家
・
藤
本
義
一
さ

ん
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
で
、
ラ
ジ
オ
録
音
の

ス
タ
ジ
オ
で
田
辺
さ
ん
と
初
め
て
会
っ
た
こ

と
や
、
カ
モ
カ
の
お
っ
ち
ゃ
ん
と
の
思
い
出

な
ど
を
。
乾
杯
の
音
頭
は
、
『
大
阪
学
』

の

大
谷
晃
一
さ
ん
。
伊
丹
の
銘
酒
・
老
松
と
白

雪
で
乾
杯
。
末
次
掘
子
さ
ん
、
永
田
廟
さ
ん

と
い
っ
た
お
友
達
が
、
花
束
を
わ
た
し
、
会

場
は
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
。
そ
の
後
も
関

西
在
住
の
多
く
の
作
家
や
文
化
人
の
皆
さ
ん

が
た
て
つ
づ
け
に
あ
い
さ
つ
。
「
田
辺
さ
ん

の
よ
う
な
や
わ
ら
か
い
文
章
を
書
く
関
西
の

女
性
作
家
は
多
数
出
た
が
、
田
辺
さ
ん
ほ
ど

豊
か
な
こ
と
ば
で
表
現
を
す
る
作
家
は
い
な

い
」
と
い
う
言
葉
も
。
多
く
の
人
び
と
が
集

い
、
変
わ
ら
ぬ
田
辺
作
品
人
気
と
、
田
辺
さ

ん
の
お
人
柄
が
う
か
が
わ
れ
た
。
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非常にモダンなエントランスの

創業時の柴田苦言洋服店。

76

初代柴田苦言氏が手がけた

伊藤博文公のフロッグコート。

明治16年、元町に開店した柴田苦言洋服店。

当時では珍しい洋風の建物も注目を集めた。

(写真提供/柴田吉吉洋服店)

明
治
2

(
1
8
6
9
)

年
、
英

国
人
力
ベ
ル
氏
が
、
居
留
地

(
現
神

戸
市
役
所
東
遊
園
地
周
辺
)

1
6
番

館
に
開
店
し
た
の
が
、
神
戸
で
初
め

て
の
洋
服
を
扱
う
商
店
だ
っ
た
。
次

い
で
、
0
0
番
館
に
ス
キ
ッ
プ
氏
が

ほ
ぼ
同
時
に
開
業
し
た
。
そ
の
後
、

彼
ら
か
ら
技
術
を
学
ん
だ
日
本
人
技

術
者
た
ち
が
、
次
々
に
開
業
し
、
神

戸
近
代
洋
服
隆
盛
の
基
盤
は
こ
こ
に

築
か
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

近
代
洋
服
と
は
、
タ
キ
シ
ー
ド
や
、

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ー
ツ
な
ど
の
洋
装
の
こ

と
で
、
そ
れ
ま
で
は
軍
服
な
ど
は
作

ら
れ
て
い
た
が
、
庶
民
は
も
ち
ろ
ん

和
装
だ
っ
た
。
長
い
鎖
国
の
時
代
を

終
え
、
開
港
後
、
日
本
人
が
洋
装
で

出
か
け
る
場
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

っ
た
当
時
、
洋
服
店

(
テ
ー
ラ
ー
)

に
は
、
洋
服
の
注
文
が
殺
到
し
た
と

い
う
。

現
在
、
元
町
商
店
街
4
丁
目
に

店
を
か
ま
え
る
柴
田
音
吉
洋
服
店
は
、
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たくさんの職人が洋服を仕立てている明治時代のテーラー。

(写真提供/柴田苦言洋服店〉
宮崎辰雄市長(当時)による文字。

束遊園地にある「近代洋服発祥の地」の

モニュメント。洋服を作る際の身頃と、そで

の部分(後方)をモチーフとしている。

日
本
人
に
よ
る
最
初
の
テ
ー
ラ
ー
。

創
業
者
・
初
代
柴
田
音
吉
氏
は
、
カ

ベ
ル
氏
に
弟
子
入
り
し
、
技
術
を
学

ん
だ
後
、
明
治
1
6
年
元
町
に
テ
ー

ラ
ー
を
開
業
し
た
。
現
在
の
社
長
で

あ
る
4
代
目
柴
田
音
吉
氏
に
よ
る
と
、

初
代
は
近
江
商
人
で
、
こ
れ
か
ら
は

洋
服
の
時
代
だ
と
い
っ
て
神
戸
に
や

っ
て
来
た
と
の
こ
と
。
初
代
音
吉
氏

は
、
当
時
の
兵
庫
県
知
事
で
あ
っ
た

伊
藤
博
文
公
の
フ
ロ
ッ
グ
コ
ー
ト
を

は
じ
め
、
明
治
天
皇
陛
下
の
お
召
し

服
も
手
が
け
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

「
当
時
は
陛
下
の
お
身
体
に
触
れ
る

な
ど
絶
対
に
許
せ
な
か
っ
た
は
ず
な

の
に
、
ど
う
や
っ
て
採
寸
、
型
紙
を

作
っ
た
の
か
判
り
ま
せ
ん
。
が
、
そ

れ
ほ
ど
天
才
的
な
人
だ
っ
た
ら
し
い

ん
で
す
よ
、
初
代
は
。
職
人
肌
の
人

だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」

と
、
4

代
目
音
吉
氏
。
柴
田
音
吉
洋
服
店
は
、

現
在
も
、
か
つ
て
近
代
洋
服
が
神
戸

で
誕
生
し
た
当
時
と
同
じ
よ
う
に
、

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
注
文
紳
士
服
を
承
る

テ
ー
ラ
ー
の
看
板
を
あ
げ
て
い
る
。

注
文
を
受
け
、
す
べ
て
自
社
工
場
で

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
で
制
作
す
る
、
数
少

な
い
テ
ー
ラ
ー
で
あ
る
。

明
治
2
5

(
1
8
9
2
)

年
に
は

神
戸
洋
服
商
工
業
協
同
組
合
が
結
成

さ
れ
た
。
神
戸
港
は
、
海
外
へ
の
出

国
、
帰
国
の
玄
関
口
と
な
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
先
進
国
の
流
行
が
そ
の
ま
ま

上
陸
し
て
き
た
地
だ
っ
た
。
特
に
服

飾
界
の
主
体
で
あ
る
紳
士
服
は
、
民

間
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
先
端
と
し
て

注
目
を
集
め
た
。
そ
し
て
、
神
戸
で

作
ら
れ
た
洋
服
「
神
戸
洋
服
」
と
い

う
名
称
が
、
洋
行
帰
り
の
諸
氏
た
ち

に
語
り
継
が
れ
、
い
つ
し
か
国
内
に

広
ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う
。

戦
後
、
昭
和
3
2

(
1
9
5
7
)

年
に
、
神
戸
新
聞
会
館
と
神
戸
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
日
本

で
初
め
て
紳
士
服
の
国
際
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
る
な
ど
、
神

戸
は
紳
士
服
の
ま
ち
と
し
て
、
全
世

界
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

そ
ん
な
洋
服
の
歴
史
を
顕
彰
し
よ

う
と
、
昭
和
4
9

(
1
9
7
4
)

年
、

東
遊
園
地
に

「
日
本
近
代
洋
服
発
祥

の
地
」
誼
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
洋
服
を
作
る
際
の

前
み
ご
ろ
と
後
み
ご
ろ
、
そ
で
の
型

紙
を
も
と
に
作
ら
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

彫
刻
。
制
作
は
、
彫
刻
家
・
山
口
牧

牛
民
ら
が
つ
く
る

「
環
境
造
形
グ
ル

ー
プ
Q
」
。
当
時
の
宮
崎
辰
雄
市
長

に
よ
る
「
日
本
近
代
洋
服
発
祥
の
地
」

の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
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甲南ジャーナルPresents

voiume.6

芦
屋
ラ
イ
ク
を

西
神
戸
で

本家かもめ屋
HONKE KAMOMEYA

神戸総合運動公園腐

熟の街の新しい「名店」を

芦
屋
か
ら
新
に
全
国
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
出
発
す
る
、
数
々

の
シ
ー
ン
に
立
ち
会
っ
た
。

成
功
者
の
共
通
す
る
こ
と
は
、

事
前
に
調
査
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ

れ
も
自
身
の
足
で
。
調
査
会
社
等

の
意
図
し
た
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
デ

ー
タ
ー
等
で
は
な
い
。
思
考
的
に
フ

レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
高
く
、
既
成

概
念
や
白
身
の
理
解
度
に
と
と
ま

ら
ず
、
想
像
力
が
青
い
と
い
う
こ
と

も
共
通
す
る
。

今
月
は
比
較
的
新
し
い
お
店
で
、

人
気
・
評
価
の
高
い
お
店
を
。

「
本
家
か
も
め
屋
」
は
芦
屋
発

の
著
名
ラ
ー
メ
ン
店
の
セ
カ
ン
ド
ビ

ジ
ネ
ス
。
「
庖
三
治
」
は
人
気
の
ア

ミ
ュ
上
ス
メ
ン
ト
ス
ポ
ッ
ト
・
茶
屋
之

町
に
あ
る
飲
茶
が
人
気
の
中
華
。
「
茶

花
飯
花
」
は
広
島
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー

カ
ー
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

円
熟
し
た
大
人
の
街
!
芦
屋
で

貴
方
も
人
生
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
!

I
完
I

(
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
モ
デ
ル
は

弊
誌
モ
デ
ル
育
成
事
業
参
加
者
・
川
脇
未
央
)

甲
南
ジ
ャ
ー
ナ
ル

編
集
長

山
岡
雅
章

78川脇未央のモデル日詰httpJ/mio.ypc.ne.jp

大
き
な
窓
。
高
い
天
井
。
ゆ
っ
た
り

と
し
た
テ
ー
ブ
ル
。
「
食
べ
る
」

の
で

は
な
く
「
食
事
を
愉
し
む
」

と
い
う
芦

屋
の
ス
タ
イ
ル
が
伺
え
る
店
内
は
、
空

間
ま
で
も
が

「
ご
ち
そ
う
」
だ
。

こ
の
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
本
家

か
も
め
屋
神
戸
総
合
運
動
公
園
店
は
、

ス
カ
イ
マ
ー
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
の
お
と
な

り
。
花
火
ナ
イ
タ
ー
の
時
は
よ
く
見
え

る
そ
う
だ
。

お
料
理
は
ス
テ
ー
キ
と
海
老
の
グ
リ

ル
が
自
慢
。
ス
テ
ー
キ
は
北
海
道
産
の

大
豆
を
使
用
し
た
天
然
味
噌
に
生
醤
油

と
香
辛
料
を
合
わ
せ
熟
成
を
繰
り
返
し

た
か
も
め
屋
秘
伝
の
味
噌
だ
れ
で
。
海

者
は
車
海
老
と
し
て
は
か
な
り
大
き
な

サ
イ
ズ
の
も
の
を
使
用
し
、
食
べ
応
え

も
あ
る
。

個
室
も
あ
る
の
で
、
大
切
な
記
念
日

や
お
食
事
会
に
も
。
お
す
す
め
の
ラ
ン

チ
は
年
配
の
方
に
も
人
気
が
高
い
。

丁、
I mformation

\ヽ一

本家かもめ屋 HONKE KAMOMEYA

神戸総合運動公園店

神戸市西区学園東町6-2-2 (総合運動公園西側)

無体

営業時間11時-14時30分(」O) 、17時へ21時30分〈」O)

雪はO1 20-451 -291

神戸流通会館 ざ 戸’本家かもめ屋努努議、 
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新
鮮
な
魚
介
で
、
味
の
道
道
を

∵
油聞

新
鮮
な
み
る
貝
を
サ
ッ
と
湯
に
通
し
て
、
特
製
の
タ
レ
で
。
ま

た
、
平
打
ち
麺
の
冷
麺
を
ト
マ
ト
仕
立
て
の
ス
ー
プ
で
い
た
だ
く

な
ど
、
創
造
性
の
高
い
料
理
の
数
々
が
メ
ニ
ュ
ー
を
彩
る
。

点
心
は
持
ち
帰
り

も
O
K
。
飲
茶
の
オ

ー
ダ
ー
バ
イ
キ
ン
グ

は
2
5
0
0
円
と
お

値
打
ち
だ
。

明
る
い
テ
ー
ブ
ル

を
囲
ん
で
、
気
の
合

う
仲
間
と
賑
や
か
に
。

そ
ん
な
と
き
に
お
す

す
め
し
た
い
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
。

( i :)n高「l置1地ーio-1

庖三越Iタ、押シシー,iい

芦屋市茶屋之町1ト1 1

月曜定休(祝日の場合翌日)

営業時間11時へ15時
17時-22時(21時30分」O)

密0797-32-8322

お
茶
?
お
食
事
?

そ
れ
と
も
お
買
い
物
?

`h種k。∴"iぐk,l

茶花飯花

オ
シ
ャ
レ
で
か
わ
い
い
、
だ
け
じ
ゃ

な
い
。
茶
花
飯
花
は
昼
は
の
ん
び
り
と

お
茶
を
愉
し
め
、
夜
は
し
っ
か
り
食
べ

ら
れ
る
重
宝
な
カ
フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ
。

カ
フ
ェ
タ
イ
ム
に
は
手
づ
く
り
の
ケ

ー
キ
を
。
マ
ス
カ
ッ
ト
と
柑
橘
が
ベ
ー

ス
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
レ
ー
バ
ー
テ
ィ

ー
は
、
茶
葉
も
販
売
し
て
い
る
。

8
月
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

「
し
U
X
E
」

の
服
も
販
売
。

帽
子
や
靴
な
ど
ア
イ
テ
ム
や
雑
貨
も
セ
レ
ク
ト
で
取
り
揃
え
。

く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
お
気
に
入
り
を
見
つ
け
る
…
そ
ん
な
ス
タ
イ
ル

を
叶
え
る
注
目
の
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

芦屋川駅

阪急神戸線

JR神戸線
音芦屋駅

市民センター

茶花飯花
園

脚本緑 園庖三通

苑レ

喜 交番

皿

芦屋駅

大丸
ピーコック
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ぴ
ど
ん

あ
の
国
の
料
理
が
ご
家
庭
に
!

世
界
の
食
卓
と

お
も
て
な
し
の
出
前

サ
ー
ビ
ス

「
S
e
k
a
S
y
O
k
且

セ
カ
チ
ユ
ー
な
ら
ぬ

「
S
e
k
a

S
 
y
O
k
 
u
」

は
、
世
界
の
お
料
理

の
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
。
で
も
宅

配
ピ
ザ
と
ち
が
う
の
は
、
シ
ェ
フ
と

そ
の
国
の
文
化
も
一
緒
に
お
家
に
や

っ
て
来
る
と
こ
ろ
。
ち
ょ
っ
と
ち
が

っ
た
パ
ー
テ
ィ
を
し
た
い
人
は
、
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
て
。

「
S
 
e
k
 
a
 
S
 
y
O
k
 
u
」

の
事

務
局
で
あ
る

「
多
言
語
セ
ン
タ
ー

F
A
C
I
し
」

は
普
段
、
日
本
に
住

む
外
国
人
の
生
活
に
必
要
な
情
報
や

書
類
な
ど
を
翻
訳
す
る
な
ど
の
活
動

を
行
な
っ
て
い
る
。
地
域
に
住
む
、

料
理
が
上
手
な
外
国
人
が
腕
を
ふ
る

え
る
場
所
が
あ
れ
ば
と
、
こ
の
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
た
。
「
お
い
し
い
お
料

理
を
食
べ
て
、
こ
ん
な
文
化
の
国
の

人
が
、
地
域
で
一
緒
に
暮
ら
し
て
る

ん
だ
、
と
実
感
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
、
F
A
C
I
し
代
表
の
吉
富
志

津
代
さ
ん
。

登
録
し
て
い
る
シ
ェ
フ
の
国
籍
は
、

ペ
ル
ー
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
イ
ラ
ン
、

タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
ネ

パ
ー
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
メ
キ
シ
コ
、

韓
国
な
ど
約
2
0
カ
国
。
ま
ず

F
A
C
I
し
に
電
話
し
て
、
ど
ん

な
国
の
お
料
理
が
食
べ
た
い
か
、
な

ン
シ
ェ
フ
ま
で
幅
広
い
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
て
い
ね
い
に
見
積
も
り
を
し
て

く
れ
る
の
も
嬉
し
い
。
料
理
教
室
や

プ
チ
語
学
講
座
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン

も
あ
る
。
注
文
は
5
人
前
̃
な
の
で
、

パ
ー
テ
ィ
ー
や
お
友
達
と
一
緒
に
ご

利
用
を
。
シ
ェ
フ
派
遣
費
用
は
1

万
円
、
そ
れ
に
交
通
費
や
材
料
費
が

プ
ラ
ス
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
サ

ー
ビ
ス
の
主
旨
を
わ
か
っ
た
上
で
利

用
し
て
ほ
し
い
と
、
入
会
金

3
0
0
0
円

(
永
久
会
員
)

の
会

員
登
録
を
お
願
い
し
て
い
る
。

ベ
ル
I
の
民
族
舞
踊
。
オ
プ
シ
ョ
ン
で
、

民
族
舞
踊
や
民
族
音
楽
な
ど
を

楽
し
む
こ
と
も
。

80

お料理の-例。これはペルー料理。

写真提供/多言語センターFACIL

ど
を
相
談
し
て

み
よ
う
。
食
材

や
お
料
理
内
容

だ
け
で
な
く
、

派
遣
さ
れ
る
シ

ェ
フ
も
、
家
庭

料
理
か
ら
レ
ス

ト
ラ
ン
で
働
い

て
い
た
べ
テ
ラ

臆Sekasyoku 多言語センターFACIL

神戸市長田区久保町6-1 〇十201

アスタくにづか4番館2階

蜜078-736 -3040

http:〃www,tCC「 1 7,Org〃acii-kids/
≡‾〒冒■書

左
右
の
写
真
と
も
提
供
/
多
言
語
セ
ン
タ
ー
F
A
C
I
」

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



Ro偽o j定型0

;散歩

鈴木正幸
の砂′k声`名証j
〈神戸太宰名誉教授〉

く近畿大雄聞知太教授〉

J
R
六
甲
道
駅
、
徒
歩
2
0
秒
。

メ
ニ
ユ
1
は
焼
き
ギ
ョ
ー
ザ
一
品
の

み
。
簡
素
の
極
み
で
あ
る
。
店
の
名

前
は
気
宇
壮
大
に
し
て

「
宇
宙
軒
」
。

マ
マ
の
中
田
と
よ
子
さ
ん
が
こ
の

地
に
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
昭
和

4
2

(
1
9
6
7
)

年
で
あ
る
。
私
が

神
戸
大
学
に
来
た
の
が
1
9
1
2

年
だ
か
ら
0
0
年
以
上
の
お
付
き
合

い
と
な
る
。
平
成
元
年
、
駅
の
改
築

と
共
に
今
の
店
と
な
り
、
震
災
の
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
乗
り
越
え
て
今
日

に
至
る
。
戦
時
期
に
旧
満
州
で
味
わ

っ
た
ギ
ョ
ー
ザ
の
味
を
、
日
本
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
の

が
開
店
の
動
機
と
い
う
。

母
娘
の
息
の
合
っ
た
段
取
り
が
見

事
。
満
喜
子
さ
ん
が
手
早
く
具
を
包

む
。
そ
れ
を
マ
マ
が
す
ぐ
さ
ま
焼
き

上
げ
る
。
ア
ツ
ア
ツ
を
頬
張
る
。
こ

れ
が
何
と
も
い
え
な
い
。
皮
は
具
が

透
け
る
ほ
ど
薄
い
が
、
コ
ン
ガ
リ
と

焼
け
、
存
在
感
が
あ
る
。
口
に
入
れ

る
と
と
ろ
け
る
よ
う
に
柔
ら
か
い
。

し
っ
と
り
し
て
い
て
、
い
と
お
し
い

味
と
言
お
う
か
、
サ
ッ
パ
リ
し
て
い

る
の
で
い
く
ら
で
も
食
べ
ら
れ
る
、

ク
セ
に
な
る
味
。
し
か
も
安
い
。
ワ

イ
ン
も
取
り
揃
え
ら
れ
、
女
性
客
に

人
気
と
か
。

土
地
柄
、
お
客
さ
ん
に
は
神
戸
大

学
の
学
生
も
多
い
。
社
会
人
と
な
っ

て
日
本
中
、
い
や
世
界
中
ど
こ
に
い

て
も
こ
の
味
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
再
び

訪
れ
る
。
六
甲
の
顔
と
し
て
い
つ
ま

で
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
店
で
あ
る
。

81

左
か
ら
、
マ
マ
の
中
田
と
よ
子
さ
ん
、

神
戸
大
医
学
部
学
生
で
ア
ル
バ
イ
ト
の
岡
野
君
、

娘
さ
ん
の
八
百
谷
満
善
子
さ
ん

コンガノ焼けたギョーザ、にんにくダレと

唐辛子ダレの自家貌タレはお好みで

ママと筆者、右は、常連だという神戸大学の

学生さん。若者や女性の常連客が多い。
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ht lり14物昭t八方神戸っ子E猪

1
0
月
で
記
念
す
べ
き
一
周
年
を
迎
え
る

ス
ナ
ッ
ク

「
ゴ
ー
ル
ド
ニ
フ
グ
ー
ン
」
。
カ

ウ
ン
タ
ー
席
が
配
置
さ
れ
た
様
子
を

「
入

り
江
」

に
見
た
て
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
と

か
。
マ
マ
の
白
川
玲
子
さ
ん
は
、
神
戸
の

一
流
ク
ラ
ブ
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
、
歯

切
れ
の
い
い
ト
ー
ク
で
、
お
客
さ
ん
を
楽

し
ま
せ
る
。
「
お
客
さ
ん
と
の
会
話
や
距

離
感
を
大
切
に
し
た
い
か
ら
、
ゆ
く
ゆ

く
は
カ
ウ
ン
タ
ー
席
を
も
っ
と
増
や
し
た

い
」
。
ス
ナ
ッ
ク
と
い
う
よ
り
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
、
バ
1
の
よ
う
な
お
店
か
も
し

れ
な
い
。
セ
ッ
ト
料
金
も
ボ
ト
ル
料
金
も

低
価
格
と
い
う
の
も
嬉
し
い
。

山手幹線 北野域通り

蒸発★
ゴールトラグーン

′"?a!わガ

ゴールド・ラグーン!学芸幣書00-2:00

●ベネトン 1 )

上両輪尋
園料金6,000-

「 ’. “ ′ ′ ‾

喜定休日日曜

密078-393-8586 言摩席20庸

神戸市中央区
加納町4-7-1 1パレ・ド・北野坂ビル6F
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パ
レ
北
の
2
階
で
ス
ナ
ッ
ク

「
フ
ァ
ジ
ィ

ー
」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
の
が
1
 
5
年
前
。

そ
れ
以
来
、
連
日
連
夜
、
大
賑
わ
い
を

見
せ
て
き
た
。
同
じ
く
パ
レ
北
の
地
下
に

あ
る
広
い
フ
ロ
ア
ー
に
移
転
し
た
の
が
4

年
前
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
の
黒
の
モ
ノ
ト

ー
ン
の
イ
ン
テ
リ
ア
か
ら
、
淡
い
陽
が
差

し
込
む
よ
う
な
、
ラ
ウ
ン
ジ
ら
し
く
華
や

か
な
ム
ー
ド
に
変
身
を
遂
げ
た
。
「
ス
ナ

ッ
ク
の
ノ
リ
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
女
の

子
に
は
ノ
ル
マ
も
課
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

自
然
な
雰
囲
気
で
の
ん
び
り
と
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
ま
す
」
。
マ
マ
の
伊
藤
の
り

子
さ
ん
の
言
葉
通
り
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
想

像
で
き
な
い
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

る
。

山手幹線 北野板通り

藷と★ファジィー

●ベネトン A

モー一一離三宮
至大頭

/m級をm

ファジィー 王墓難問。警)盈二-1:00‾ ’ ←
’

S定休日日曜"祝日

雪は078-321 -6662 星座席35席
園料金15,000へ

神戸市中央区
加納町4-7-1 1パレ・ド・北野坂ビルB「F
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イベントスケジュール
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ニューヨークの風

BA“1丁ERY DANCE COMPANY

(バッチノーダンスカンパニー)

10/4(水)

19:00開演

兵庫県立芸術文化センター
(中ホール/阪急「西宮北口」徒歩3分)

-般5.000円(前売4,50〇円)

獲芸文センターチケットオフィス
密0798-68-0255

Photo by Rtohard Termine

「バッチ)」ダンスカンパニー」は、 1975年、ジョナサン・ホラングー夫

妻によってニューヨークで設立され、ダンスによる国際親善という理念

に共鳴する優れたダンサーが世界各国から参加している。クラシック

の基本を踏まえ、世界の様々な舞踊スタイルを取り入れた優美で独創

的な振付と、衣装、照明の斬新な演出効果が、観衆の心を惹きつけ

てやまない。今回、待望の初来日公演では、話題のオリジナル作品「Sheu

Games」 、プーランク「2台のピアノのためのソナタ」のピアニストとのコ

ラボレーション、新井満「千の風になって」大合唱など様々なスタイル

でその魅力をお届けする。

左手のピアニスト

舘野泉
ピアノコンサート

10/1 (日)

16:00開演

神戸新聞松方ホール
(」R神戸駅徒歩5分l神戸情報文化ビル4階)

A席4,500円 B席3.500円(全席指定)

臆神戸YWCA
」 .二 重〃臆○○壷も梼_蒜二幾01
写真/溝田聡

舘野泉は、 1936年東京生まれ、東京芸術大学を首席で卒業。世界

各国でコンサートを行い、その温かく、人間味あふれる演奏によって、

あらゆる地域の聴衆に深い感動を与えた。しかし2001年、演奏生活

40周年記念リサイタルを全国で行なった翌年、脳溢血で倒れ右半身

不随となるも、苦闘の日々を不屈の精神でのりきり、2004年5月、左手に

よる演奏会で復帰をはたす。

今回、間宮芳生、吉松降らによる左手のための作品のほか、バツ、

などの楽曲を披露する。

ー1事 由薯柑 堅原智子監督作品

「ベアテの贈りもの」

上映会

T宣lt・ lタ猟f豊-.用l貫鉦盆高こ

音容巨三通ゝ

10/8(日)

14:00へ15:30

兵庫県民会館9階ホール
(兵庫県庁南側)

-般50〇円(当日受付にて)

臆兵庫県民会綿
雪は078-321 -21 31

日本国憲法に「男女平等」と「女性の権利」を書いたベアテ・シロタ・

ゴードンと、日本女性たちの情熱と運動を世界史的視野でとらえた、映

像による日本戦後女性史。

ベアテは、1923年ウィーン生まれ。父は、リストの再来といわれたピア

ニスト、レオ・シロタ。ベアテが5歳のとき来日するも、第二次世界大戦勃

発により、両親は日本で過ごすことに。ベアテは戦後、両親のいる日本に

GHQ民政局の一員として来日し、日本国憲法の草案委員会のただ一

人の女性として参加、第14条人権と第24条男女平等が採択された。

大
原
寿
恵
子
歌
集
抄
板
画
柵
一
人
想
ふ
の
柵

1
9
6
2
年

大
原
美
術
館
蔵

大原美術館、クラレ秘蔵作品より

幻の様方志功
9/13 (水)-25(月)

大丸ミュージアムKOBE

(大丸神戸店9障)

1 0:00へ1 9:30 (20:00閉場)

※最終日は-17:○○閉場

一般800円く前売600円)

大高生600円(前売40〇円)

中学生以下無料

臆大丸神戸店
を董078-331 -81 21

様方志功は1903年青森に生まれ、 「わだば、ゴッホになる」と画家を

志し上京。その後、ゴッホも愛した版画の中に独自の芸術性を見出す。

国画会の審査会場で彼の板画「大和し美し」を目にした民芸運動のリ

ーダー、柳宗悦と濱田庄司が「パケモノガデタ スグコイ」と河井寛次郎

に電報を打ったという。この出会いで民襲運動に活動の足がかりを得、

民墾運動の理解者であり、大原美術館、 (株)クラレの創設者でもあった

大原孫三郎・純一郎と交流を深める。本屋は、大原美術館の所蔵作品

と、これまで公開されなかったクラレ秘蔵品、大原家所蔵品などを展示。

「自然の叫び」から湧き出でる、世界の「ムナカタ」の迫力を。
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ライブハウススケジュール

ジャズライブ&レストランSON巨

911 (金)大越理加&トリオ

2(土)ロアナ・シーフラ&トリオ

3(日〉 ロイヤルフラッシュジャズパンド

4(月〉 曹まなみ&トリオ

5(火)辛島すみ子&トリオ

6(水)新井雅代&トリオ

7(木)ジャネット&トリオ

8(全〉 北粧桂子&トリオ

9(土)新井雅代&トリオ

10(日)鍋島直藻クヮルデット十北荘桂子

11(月)ロアナ・シーフラ&トリオ

12(火)北浪良性&トリオ

13(水)ロアナ・シーフラ&トリオ

14(木)杉山千絵&トリオ

15(全)辛島すみ子&トリオ

16(土)宮野英子&トリオ

17(日)祖田修クヮルテット十北荘桂子

18(月)ウクレレジャズ かねだたつこ

19〈火)キャンディー浅田&トリオ

20〈水)溝口恵美子&トリオ

2「 (木)古谷充クヮルチット

22(金)新井雅代&トリオ

23(土)大越理加&トリオ

24(日)西本貴志トi)オ十新井雅代

25(月)浅香久志&トリオ

26(火〉 岩宮美和&トリオ

27〈水)大越理加&トリオ

28 (木)長谷川元佃クワルテット十北荘桂子

29(全)大越理加&トリオ

30(土)北港桂子&トリオ

臆JAZZ LiVE & RES丁AURANT SONE

北野坂 密078-221-2055

http :〃kobe-SOn e.cO m

★ステージ18こ50-23:00 計4回

★ミュージックチャージ900円

クラシックライブハウスピアジュリアン

912 (土)宮崎万里(ヴァイオリン)植田浩徳〈p)

3 (日)谷本賽子(ヴァイオリン)金子鈴太郎(チェロ)

鈴木葦堅子(p)

5〈火)池本直絵(フルート)河瀬里子(p)

85

7(木)寺内智子(ソプラノ)藤江圭子(p)

8〈全)三瀬由起子(ヴァイオリン)伸香織(p)

9(土)南部璃佳(フルート)山本アキ(p)

10(白)田原綾子(ソプラノ)森玉英語(p)

13(水)長谷Ii憤弓(ソプラノ)長谷智子(p)

14 (木)佐藤和宏(クラリネット)藤井快哉(p)

16 (土)増井一友(ギター)吉岡美恵子(フルート)

17(日)鈴木華童子(p)

19 (火)宮本尚子他(ピアノかレテット)

20 (水)ビルマン良弓光&大竹貴子(ヴァイオリンデュオ)

21(木)森玉美認(p)

裟(金)福田幸子(ヴァイオリン)安達真幸(p)

23(土) 24(日) 「カルメン」

森池田佳子・田原祥一郎

26(火)野山其肴(p)

27(水)腰渓シリーズ企画

アンサンブル・ハーツ

29(木)小早恵(フルート)

30〈土)届書英人(p)

園クラシックライブハウス PIAJu=en

三宮駅北側近藤ビル9階(1階マクドナルド)

蜜078-391-8081月曜定休

http:〃pia-julien.com

★ステージ19:30/21 :00 (訂2回)

ジャズクラブHo=y’s

911 (金)林りえ(Vo)他

2(土)藤本千晶(VO)他

7 (木)高橋玲禁(p)萄恭隆(b輝口広大(d「)

井上弘道(SaX〉

8(全)山本容子(P)他

9 (土)三輪和代〈vo)赤松其理(p)梼原栄弘〈b)

14〈木)辰巳誠治(Vo)西田誠(g)

15 (金)正木麻衣子(VO〉鈴木久美子(§aX)嘉川信(b)

三浦敦子(p)田辺保彦(d 「)

16(土〉 theearthbom

22 (全) YOKO(VO)小泉裕子(P)森本優子((l)

奈良原裕- (b)富樫堂(d「)

23 (土)畑山紀美代(VO〉原田耕自(p)佐々木研太(b)

聴田津(d「〉

28(木〉セッションナイト

29 (全)辻佳孝(p)畠山令(b)吉本重縁(SaX)

30(土)河本江閲子〈vo)他

菓KOBE JAZZ CLUB Ho=y’s

三宮駅北徒歩7分、新神戸駅南徒歩7分

加納町 密078-251-5147

http:〃kobe-ho=ys.com

ライブハウスメイテンヴオエッジ

9/1 (金〉 FourCo「ne「s天野清継(g)ほか

10(日〉社会人バンド天国voi.1

15(全) GoodAcoustic!vol.15

16 (土) Ac○ustic Hean Delivery/jamjip 南無他

18(日)関西音楽系学生大集合!

22(金) GoodAcou§ticlvol.16

23(土)ホンモノノウタ/オトシン 中西大介他

音Livehouse Maiden voyage

阪急六甲駅北側すぐ

雪蜜078-8 05置0899

http :〃www. koyo. net/m ai de n-VOyag e/

★演奏のジャンル問わず、出演者募集中

ジャズ喫茶カフェ高屋宗兵衛

9/1 (金) THETWOSOUNDS(ジャズ)

3 (日) STABLE NOTESと仲間達によるセッション)

5 (火)渡鹿次みか(as)足立藍子(as)矢醸至妙巳(P)他

8(金) GENTLEMENJUMPTHE日LUES

(ジャンプブルース)

9(土)第3国 花と爆弾・ピースライブと朗臨会

10 (日) Beyond the Virtual Sphere,Y/S Quartet

(コンテンポラリージャズ)

12(火) Momoko(vo)杉山僧史(p)他(R&B.Soul)

17(日)松永明子(vo,P)他

18(月) fino(ボツサ"ジャズ)

22(全) Paul Fleisher(as)

23(土)田中智子(p、VO)

24(日)荻野やすよしオリジナル 音・人・放くおとなたび)

26(火)吉本牽絃カルテット

30(土)横山恵子〈Tp)大泉晒世(As)西田亮(P〉他

獲Cafe 萬屋宗兵衛
元町商店街1丁目 ウエディングサロン「イノウエ」地下

密078-332-1 963

http :〃www.soub einet/

ライブスケジュールは急澄変更になる場合があります。
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こ
の
選
手
に
注
目
④

萩
晃
太
選
手
⑭

一
年
を
通
し
て
全
4
8
試
合

に
も
お
よ
ぶ
1
2
リ
ー
グ
戦
。

当
然
全
て
の
試
合
が
重
要
で
、

負
け
ら
れ
な
い
試
合
ば
か
り
な

の
だ
が
、
節
目
に
は

「
山
場
」
、

「
一
大
決
戦
」

と
呼
ば
れ
る
試

合
が
あ
る
。

そ
ん
な
試
合
の
数
々
を
、
持

ち
前
の
ガ
ッ
ツ
と
恐
れ
を
知
ら

な
い
果
敢
な
飛
び
出
し
で
ゴ
ー

ル
マ
ウ
ス
を
守
り
続
け
る
の
は
、

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
の
守
護
神
、
G
K

荻
晃
太
(
ね
ぎ
こ
う
た
・
2
3
歳
)

④2○○5 YISS酬しKOβ2

だ
。ゴ

ー
ル
キ
ー
パ
ー
ほ
ど
、
切

な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
無
い
と
人

は
言
う
。
ピ
ッ
チ
上
で
プ
レ
ー

す
る
虹
人
の
う
ち
、
1
0
人
に

出
場
の
機
会
が
あ
る
フ
ィ
ー
ル

ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
違
い
、
ゴ
ー

ル
キ
ー
パ
ー
は
た
っ
た
の
一
人
。

ま
た
、
監
督
の
心
情
か
ら
言

え
ば
、
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
ー
ヤ

ー
た
ち
と
の
連
携
面
を
考
え
る

と
、
一
試
合
ご
と
に
キ
ー
パ
ー

を
変
え
る
こ
と
は
と
て
も
決
断

し
雛
い
。
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と

い
う
職
業
は

「
試
合
に
出
る
」

こ
と
が
最
も
園
雛
な
ポ
ジ
シ
ョ

ン
な
の
だ
。

岐
阜
県
美
濃
市
出
身
の
荻
は
、

岐
阜
工
業
高
校
3
年
時
に
は

高
校
選
手
権
大
会
準
優
勝
と
い

う
栄
誉
を
引
っ
さ
げ
、
そ
の
年

の
2
0
0
2
年
2
月
、
ヴ
ィ

ッ
セ
ル
神
戸
へ
入
団
し
た
。

し
か
し
、
荻
の
頭
上
に
は
年

齢
も
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
実
力

も
は
る
か
に
凌
ぐ
先
輩
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
た
ち
が
顔
を
揃
え
、

試
合
に
出
場
す
る
ど
こ
ろ
か
サ

ブ
メ
ン
バ
ー
に
も
入
る
こ
と
す

ら
出
来
な
い
日
々
。
プ
ロ
選
手

と
し
て
は
華
奮
な
体
つ
き
に
、
「
線

が
細
す
ぎ
る
」
と
コ
ー
チ
に
罵

ら
れ
な
が
ら
、
人
知
れ
ず
朝
に

夕
に
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励

む
毎
日
が
続
い
た
。

そ
し
て
入
団
5
年
目
の
今
年
、

他
の
ど
の
選
手
た
ち
よ
り
も
長

い

「
待
ち
時
間
」
を
経
て
、
つ

い
に
そ
の
努
力
が
実
を
結
ぶ
と

き
が
訪
れ
た
。
開
幕
戦
こ
そ
控

え
だ
っ
た
も
の
の
、
第
二
戦
目

か
ら
先
発
メ
ン
バ
ー
へ
抜
擢
さ

れ
た
の
だ
。

正
キ
ー
パ
ー
と
し
て
ゴ
ー
ル

マ
ウ
ス
の
前
に
立
ち
は
だ
か
り
、

チ
ー
ム
の
最
後
尾
か
ら
仲
間
た

ち
を
叱
咤
鼓
舞
し
、
相
手
選
手

の
鋭
い
シ
ュ
ー
ト
に
は
素
早
く

反
応
し
て
危
機
を
回
避
す
る
。

先
日
行
わ
れ
た
ラ
イ
バ
ル
チ
ー

ム
と
の
直
接
対
決
、
い
わ
ゆ
る

「
大
一
番
」
で
は
、
つ
い
に
「
マ

ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
マ
ッ
チ
」
を

受
賞
す
る
活
躍
を
見
せ
る
ま
で

に
成
長
を
遂
げ
た
。

オ
フ
の
荻
の
素
顔
は
と
い
う

と
、
チ
ー
ム
随
一
の
映
画
好
き
。

気
に
入
っ
た
作
品
が
あ
る
と
何

回
も
繰
り
返
し
て
鑑
賞
し
、
一

人
で
三
宮
や
元
町
界
隈
の
映
画

館
を
訪
れ
る
こ
と
も
少
な
く
無

い
ん
だ
そ
う
。

「
物
事
を
洞
察
す
る
よ
う
な
、

人
生
を
深
く
考
え
る
よ
う
な
ス

ト
ー
リ
ー
が
好
き
」
と
話
す
そ

の
言
葉
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

話
の
は
ず
が
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ

ー
と
い
う
「
仕
事
人
」
と
し
て

の
表
情
を
チ
ラ
リ
と
覗
か
せ
た
。

86■ヴィッセル神戸 インフォメーションセンター密078-685-551 9 info@vissei-kobe,CO,jp http://WWW,Vissei-kobe,CO.jp
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傷物肪俄劇物肪スポーツカレンダー9月

※関西のホームゲームを掲載しております

スカイ=スカイマークスタジアム

(諜報詣驚山手線)
ドーム=京セラドーム大阪

大阪市営地下鉄長堀鶴見緑地線
「大阪ドーム前千代崎」下車

2日(土) 14時一 <ドーム> VSロッテ

3日(日) 13時- <ドーム> VSロッテ

8日(全) 18時へ <スカイ> VS日本ハム

9日(土) 13時- <ドーム> VS日本ハム

10日(日) 「3時へ <ドーム> VS日本ハム

1「日(月) 18時へ <スカイ> VS日本ハム※予備日

12日〈火) 18晴へ <ドーム> VSソフトバンク

13日(水) 18時- <スカイ> VSソフトバンク※予備日

14日(木) 「8時- <スカイ> VSソフトバンク※予備日

26日(火) 18時- <スカイ> VS楽天

27日(水) 18時へ <スカイ> VS楽天※予備日

ホームぺ-ジ http:〃www.buffaloes.co.jp

携帯サイト http:〃www.ob-mb.net

テレフォンサービス密01 80-99-7770

(つながられ\場合は蜜078-795-6555)

園主なチケット販売所

※毎月1日より翌月分の販売スタート

・B-WAVE (三宮交通センタービル1 F)

密078-39十001 6<店頭販売のみ>

・電子チケットぴあ

(ファミリーマート、サークルKサンクス)

傘057○○02-9999 (自動音声予約)

密0570-02-9966 (Pコード予約)

密0570-02-911 1 (お問い合せ)

●ローソンチケット

密0570○○84-005 (自動音声予約)

密0570-000-777 (お問い合せ)

87

◎オリックス野球クラブ(株)

※神戸での大会日程を掲載して執)ます。

9月30日( ± ) 18時30分一大阪府立体育会館第2競技場

(各線なんば駅下車、南へ徒

歩約5分)

ホームぺ-ジ
http://WWW.gaOra.CO,jpIdragongate/

お問い合わせ 蜜078-333-9797

園チケットは大会により販売方法が

異なりますので、上語までお問い合わせ下さい
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ポケットジャーナル

一般も出入り自由な鉄人プロジェクト事務局

(アスタくにつか)

新長田駅前のバナー

K
O
B
巨
鉄
人
P
R
O
J
E
C
丁

長
田
を
中
心
に
始
動
!

『
鉄
人
2
8
号
』
『
魔
法
使

い
サ
リ
ー
』
『
バ
ビ
ル
2
世
』
な

ど
で
お
な
じ
み
の
マ
ン
ガ
家
、

故
・
横
山
光
輝
さ
ん
の
生

地
で
あ
る
神
戸
市
に
、
話

念
館
を
建
設
し
よ
う
と
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
K
O
B
E
鉄
人

P
R
O
I
E
C
T
」
が
6
月

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
主
に
新
長
田
地

区
を
中
心
に
し
た
神
戸
の
事

業
者
や
団
体
で
組
織
さ
れ

る
実
行
委
員
会
に
、
横
山
さ

ん
の
著
作
権
利
を
も
つ
光
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
全
面
的
な
協

力
を
え
て
、
街
ぐ
る
み
で
推

進
さ
れ
る
。

横
山
さ
ん
は
、
神
戸
市
須

磨
区
出
身
。
太
田
中
学
̃
須

磨
高
校
へ
進
学
し
、
卒
業
後
は
、

神
戸
銀
行
に
就
職
し
た
も
の

の
、
マ
ン
ガ
へ
の
情
熱
が
捨
て

ら
れ
ず
す
ぐ
に
退
職
。
本
格

デ
ビ
ュ
ー
後
は
東
京
に
住
ま

い
を
移
し
た
。

今
回
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務

局
の
あ
る
新
長
田
地
区
を

中
心
に
、
街
な
か
に
横
山
作

品
の
バ
ナ
ー
を
飾
る
な
ど
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
創
造
を
開
始
、

I
R
新
長
田
駅
前
に
鉄
人

2
8
号
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
計

画
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
建
築
費
へ
の
寄

付
金
を
募
集
し
て
い
る
。
新

長
田
が
“
鉄
人
の
ま
ち
"
い
や
、

横
山
さ
ん
の
“
夢
の
ま
ち
"
に

な
る
の
も
遠
い
未
来
で
は
な

さ
そ
う
だ
。

鵜
K
O
B
E
鉄
人

P
R
O
J
巨
C
丁
事
務
局

神
戸
市
長
田
区
久
保
町
6
-
1
I
「

ア
ス
タ
く
に
づ
か
4
書
館
4
階

傘
0
7
8
i
6
4
6
1
3
0
2
8

コ
舌
‥
、
\
重
く
ミ
.
k
O
b
甲
(
①
{
s
u
言
.
8
∋

3
日
間
の
マ
ネ
ー
ス
ク
ー
ル

「
め
ざ
せ
、
貯
蓄
の
達
人
-
」

投
資
経
験
の
な
い
初
心
者

の
た
め
の
お
金
の
勉
強
会
「
め

ざ
せ
、
貯
蓄
の
達
人
!
財
テ
ク

セ
ミ
ナ
ー
神
戸
」
が
9
月
2
5

日
か
ら
2
日
間
で
開
か
れ
る
。

講
師
は
、
し
げ
み
順
子
さ
ん
。

財
テ
ク
歴
3
0
年
以
上
の
も
と

に
し
た
、
金
融
機
関
の
セ
ミ
ナ

ー
と
は
一
味
ち
が
う
講
演
内

容
が
好
評
を
え
て
い
る
。

テ
ー
マ
は
、
1
日
日
は
外
貨

預
金
や
株
式
投
資
な
ど
の
基

礎
知
識
、
2
日
日
は
つ
ぶ
れ

な
い
銀
行
、
倒
産
し
な
い
会

社
の
見
分
け
方
な
ど
の
行
動

編
、
3
日
日
は
株
式
投
資
の

実
践
編
、
と
い
っ
た
内
容
。
持

ち
物
は
ノ
ー
ト
・
筆
記
用
具
・

日
経
新
聞
(
土
曜
版
)
。
1
回

の
み
参
加
も
O
K
。

と

き

9
月
2
5
日
(
月
)
̃
2
7
日
(
水
)

9
時
0
0
分
̃
1
 
1
時
5
0
分

1
回
3
0
0
〇
円

場

所

神
戸
市
教
育
会
館
4
0
2

受
講
希
望
者
は
、
左
記
の
住
所

か
F
A
X
に
て
お
申
込
み
を
。

喜
申
し
込
み
・
問
合
せ
先

広
島
市
安
佐
南
郵
便
局
私
営
箱
1
 
5
号

F
A
X
i
O
8
2
i
8
3
0
i
O
7
0
○
○

(
密
0
8
2
i
8
3
0
i
O
7
3
7
)

講師のしげみ順子さん

吉
川
周
而
さ
ん
の

作
陶
展

先
月
号
の
A
「
亡
Ⅴ
ま
e
W

の
コ
ー
ナ
ー
で
ご
紹
介
し
た

陶
芸
家
の
吉
川
周
而
さ
ん
の

展
覧
会
が
、
三
田
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
け
や
き
で
開
催
さ
れ
る
。

造
形
作
品

「
の
め
ず
り
こ

む
」

で
第
1
回
国
際
陶
磁
器

展
美
濃
・
国
際
陶
磁
器
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
す
る
な
ど
、
吉
川

さ
ん
は
オ
ブ
ジ
ェ
作
品
で
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
が
、

普
段
づ
か
い
の
器
も
シ
ン
プ

ル
で
温
も
り
が
あ
り
、
使
い

勝
手
が
良
い
作
品
揃
い
。

吉
川
さ
ん
の
地
元
二
二
田

の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
、
涼
や
か
な
風
と
と

も
に
作
品
を
楽
し
ん
で
み
て

は
。

と

き

9
月
「
 
9
日
(
火
)
̃

1
 
〇
月
1
日
(
日
)
※
月
曜
休

場

所

ギ
ャ
ラ
リ
I
け
や
き

三
田
市
大
原
1
5
8
6
i
7
9

(
」
R
・
神
鉄
三
田
駅

よ
り
神
姫
バ
ス
成
谷
口

下
車
、
徒
歩
約
1
 
〇
分
)

容
0
7
9
i
5
6
2
・
9
3
6
4
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1
 
9
m
の
小
さ
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
ア
ト
リ
エ
苺
小
屋
」

自身もユニークな作品作りをおこなっている

谷中さん(左)と森脇さん

ギャラリーの入口

若
手
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

谷
中
亜
紀
さ
ん
と
森
脇
正
奈

さ
ん
が
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
実
験
の
場
を
作
ろ
う
、
と

「
ア
ト
リ
エ
苺
小
屋

(
重
C
H
I
G
O
Y
A
)
」
を

オ
ー
プ
ン
。
場
所
は
、
ト
ア
ロ
ー

ド
の
古
い
雑
居
ビ
ル
の
5
階
で
、

1
 
6
正
の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
。
友

達
の
家
に
遊
び
に
き
た
よ
う

な
こ
の
ア
ト
リ
エ
で
は
、
月
の

前
半
は
制
作
の
場
・
ア
ト
リ
エ

と
し
て
使
わ
れ
、
後
半
は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
展
覧
会
が

開
催
さ
れ
る
予
定
。
「
ち
ょ
っ

と
個
展
し
た
い
な
、
と
い
う
と

き
に
気
軽
に
使
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
」
と
、
谷
中
さ
ん
。
ユ
ニ
ー

ク
な
小
物
や
作
品
、
は
が
き
な

ど
を
販
売
す
る
ボ
ッ
ク
ス
も

あ
る
の
で
、
一
般
の
方
も
の
ぞ
い

て
み
て
ほ
し
い
。
金
曜
休
(
け
っ

こ
う
不
定
期
休
)
。
9
月
1
7

日
(
日
)
-
2
8
日
(
木
)
は
杉
本

ま
り
こ
展
を
開
催
。

音
ア
ト
リ
エ
毒
小
屋

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
2
・
1
P
「
 
O

喫
茶
「
C
o
C
o
」
の
ビ
ル
5
階

蜜
0
7
8
・
9
5
8
i
6
4
6
5

六
甲
山
で
ジ
ャ
ズ
祭
-
"

「
M
宣
。
R
O
K
K
O

J
A
Z
Z
 
F
e
S
置
・
-
V
a
⊥

中曽根実さん

秋
風
の
六
甲
山
で
迫
力
の

ジ
ャ
ズ
演
奏
を
-
。
六
甲
山
地

区
国
立
公
園
編
入
5
0
周
年

を
記
念
し
て
実
施
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
を
飾
る
の
が

「
M
完
○
賓
さ
さ
Z
Z
F
e
s
き
a
-

(
マ
ウ
ン
ト
六
甲
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
)
」
。
中
学
生
の
ビ
ッ
グ

バ
ン
ド
か
ら
、
関
西
屈
指
の
プ

ロ
ジ
ャ
ズ
奏
者
ま
で
8
団
体
が
、

六
甲
山
の
大
自
然
の
中
で
、
演

奏
を
行
な
う
。
六
甲
山
名
物

を
売
る
屋
台
も
出
る
予
定
。

音
楽
監
督
は
中
曽
根
実
。
出

演
は
、
溝
口
恵
美
子
ト
リ
オ
、

ペ
ン
タ
ト
ニ
ッ
ク
・
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ズ
、
中
曽
根
実
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
他
。

と

き

「
 
0
月
1
日
(
日
)

1
 
2
時
̃
1
 
7
暗
(
小
雨
決
行
)

場

所

六
甲
山
カ
ン
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス

内
特
設
会
場
入
館
料

当
日
券
/
大
人
(
高
校
生
以
上
)

1
2
〇
〇
円
・
子
と
も
8
〇
〇
円

音
実
行
委
員
会
事
務
局

密
0
7
8
i
8
9
1
1
0
3
6
6

同
人
「
輪
」
1
〇
〇
号
、
終
刊

伊
勢
田
史
郎
、
灰
谷
健
次
郎
、

九
本
明
子
ら
が
所
属
す
る
、
詩
・

小
説
・
評
論
の
同
人
「
輸
」
が
、

1
月
に
1
0
0
号
を
発
行
し
、

同
時
に
終
刊
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。「

輪
」
は
1
9
5
5
(
昭
和

3
0
)
年
5
月
に
、
貝
原
六
一
、
山

本
博
繁
、
中
村
隆
、
伊
勢
田
史

郎
に
よ
り
創
刊
さ
れ
た
。
ベ
ト

ナ
ム
反
戦
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

な
う
な
ど
、
社
会
に
対
す
る

独
自
の
姿
勢
を
も
ち
な
が
ら
、

個
性
的
な
文
学
者
が
集
い
、

ま
た
例
会
で
は
、
熱
い
議
論
を

交
わ
さ
れ
た
と
い
う
。

1
0
0
号
を
迎
え
、
「
最

期
は
曖
昧
に
す
べ
き
で
な
い
」

と
、
終
刊
を
決
め
た
い
さ
ざ
よ

さ
。
同
人
た
ち
の
熱
い
歴
史
に

拍
手
を
贈
り
た
い
。

「輪」100号

ぼ
た
ん
の
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
I
美
術
展

菅
原
流
人
、
西
村
功
の
「
月

刊
神
戸
っ
子
」
で
連
載
さ
れ
た

さ
し
絵
原
画
を
中
心
に
販
売
。

売
上
げ
の
半
分
は
N
G
O
/

N
P
O
団
体
の
活
動
支
援
等
に

寄
付
さ
れ
る
。

9
月
2
日
(
土
)
̃
1
 
2
日
(
火
)

1
 
1
時
̃
1
 
9
時
(
火
曜
と
最
終
日
は

1
8
時
ま
で
)

ギ
ャ
ラ
リ
I
島
田
(
ハ
ン
タ
I
坂
)

傘
0
了
8
i
2
6
2
i
8
0
5
8

絵
筆
を
と
っ
て
0
0
年

元
川
嘉
洋
美
作
品
展

元
川
嘉
洋
美
は
、
一
水
会
会

員
、
神
戸
市
文
化
賞
、
兵
庫
県

文
化
賞
な
ど
を
受
賞
し
昨
年

死
去
。
昨
年
の
遺
作
展
に
引
き

続
き
、
油
彩
・
水
彩
・
ガ
ラ
ス
絵

等
0
0
点
を
展
示
す
る
。

9
月
5
日
(
火
)
̃
1
 
0
日
(
日
)

1
0
時
̃
1
8
時
(
最
終
日
1
6
時
ま
で
)

兵
庫
県
民
ア
I
ト
ギ
ャ
ラ
リ
I
(
兵

庫
県
民
会
館
1
階
)

蜜
0
7
8
i
3
2
1
i
2
1
3
1
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荻須高徳展開幕

神戸市立小磯記念美術
館で、特別展「没後20年

荻須高徳展」が開幕。日
本とフランスの近代絵画
に大きな足跡を残した画
業を顧みる。 8月4日(金)

にはテープカットが行わ
れた。展覧会は「0月9白

く月)まで。

「ビバ!タカラジェンヌ」放送25周年

ラジオ関西「ビバ!タカ タ

ラジ工ンヌ」が放送25周 -

年を記念して、8月「0日

(木)神戸新聞松方ホー

ルにて公開録音を行っ
た。パーソナリティーの

小山乃里子さんをはじ
めゲストに風聞さん、初

風緑さん、活あきさん、
桂小米朝さんらが出演
した。

90

コウベスナップ
SnaPShots of kobe

生田神社大海夏祭
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ひょうご女性未来会議

八〇ボンクラブ

30周年
バーボンクラブが30年を迎

えて、東京から新井満さん
夫妻も来神。石板書生展も
小磯記念美術館で開催中と
あって、芦屋のインド科理
店「シャンテ」にてi日交をあ

たためた。

河内屋菊水丸さん
ライブ

8月2日(水)の夜、サロン・ド・あ

いりで開かれたライブに登場し
たのは河内屋菊水丸さん。盆踊
りシーズン真っ只中の菊水丸さ
んは長田出身のギタリスト石田
さんと軽妙な河内音頭を披露。

91

樽本任那さんを偲ぶ会

‖
書
棚
¶

且
書
冊

7月28日(金)、神戸ポートピアホテル「僧楽の間」で、 6月に急逝した糟本性郎氏(種

本産業(株)代表取締役社長)を偲ぶ会が開催された。氏iま〈社)神戸青年会議所の

43代理事長を歴任。 (社)神戸青年会議所の関係者など最後の別れを惜しんだ。

神戸芸術文化会議・総会
神戸芸術文化会議(加藤障
久議長)の総会と懇親会が
7月「9日(水)午後5時30分

から神戸ポートピアホテル
で開催され、矢田市長を迎
え200名が参加した。写真

は新人紹介風景。

平成18年度 神戸雲禰文化会経理湖会
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美
し
い
建
礼
門
院
と
義
経
の
出
会
い

中
右

瑛

屋
島
合
戦
の
ま
っ
た
だ
中
、
ど
う
し
た
事
か
義
経
は
海

中
に
弓
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
義
経
は
懸
命
に
拾

い
上
げ
よ
う
と
す
る
。
家
臣
の
者
が

「
高
価
な
弓
で
あ
っ
て
も
、
お
命
に
は
代
え
ら
れ
ま
せ
ぬ
」

と
制
す
る
も
聞
か
ず
、
義
寵
は

「
叔
父
・
為
朝
の
よ
う
な
強
弓
な
ら
ば
、
わ
ざ
と
で
も
敵
に
拾
わ

せ
も
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
弓
で
は
源
氏
の
大
将
の
名
を
汚
す
こ

と
に
な
る
」

と
言
っ
て
、
身
を
挺
し
て
拾
い
上
げ
た
。
強
弓
で
な
い
こ
と
を

あ
と
で
嘲
笑
さ
れ
る
の
を
お
そ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

名
誉
を
汚
さ
ぬ
た
め
に
命
が
け
で
拾
い
上
げ
た
義
経
の
態
度
に
、

家
臣
た
ち
は
感
銘
し
た
と
言
う
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
『
平
家
物
語
』

の
中
の

「
弓
流
し
の
故

事
」

か
ら
由
来
し
て
い
る
。

そ
の
直
後
、
建
礼
門
院
が
乗
っ
て
い
る
御
座
船
を
見
つ
け
、
義

経
は
そ
れ
に
乗
り
込
ん
だ
。
天
皇
家
の
シ
ン
ボ
ル
・
三
種
の
神
器

を
取
り
戻
す
た
め
で
、
建
礼
門
院
に
、
安
徳
天
皇
と
も
ど
も
都
へ

還
る
こ
と
を
諭
し
た
。

激
戦
の
さ
な
か
、
数
奇
な
運
命
の
美
女
・
建
礼
門
院
と
英
雄
・

義
経
と
の
出
会
い
は
、
誠
に
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
で
あ
る
。

建
礼
門
院
徳
子
は
清
盛
牡
袈
し
、
野
望
家
の
父
が
仕
組
ん
だ
政

略
結
婚
の
た
め
七
歳
年
少
の
高
倉
天
皇
に
入
内
し
、
治
承
二
年
(
1
1
7
蔓

安
徳
帝
を
産
ん
だ
。
清
盛
は
待
ち
に
待
っ
た
慶
事
に
、
小
躍
り
し
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国

華五二一葛臆■避醒日誌
堅墨

一男斎国芳画「八島大合戦」弓流しの故事が浮世絵に描かれた

て
喜
ん
だ
と
い
う
。

子
の
安
徳
帝
が
二
歳
で
天
皇
に
即
位
、
が
そ
の
翌
年
、
夫
二
品

倉
帝
が
崩
御
、
そ
し
て
父
・
清
盛
の
突
然
の
死
、
悲
運
が
続
き
、

建
礼
門
院
は
激
動
の
嵐
に
立
た
さ
れ
る
。
平
家
一
門
の
都
落
ち
と

共
に
流
浪
の
旅
が
始
ま
り
、
福
原
、
太
宰
府
と
落
ち
延
び
、
一
の

谷
の
敗
北
の
後
、
屋
島
で
は
、
浮
き
草
の
よ
う
な
船
で
の
毎
日
で

あ
っ
た
。

流
浪
の
建
礼
門
院
を
誰
も
が
哀
れ
に
思
い
、
義
経
と
て
、
若
く

し
て
未
亡
人
と
な
っ
た
彼
女
に
同
情
し
て
い
た
。

義
経
の
諭
し
に
、
建
礼
門
院
は
拒
み
、
二
人
は
敵
対
す
る
宿
命

を
怨
み
、
涙
し
て
別
れ
た
。

後
の
壇
ノ
浦
合
戦
で
建
礼
門
院
は

「
こ
れ
ぞ
最
後
」

と
叫
び
つ
つ
、
母
の
二
位
の
局
・
時
子
と
我
が
子
・
安
徳
帝
と

共
に
、
海
に
身
を
投
げ
た
が
、
建
礼
門
院
だ
け
が
奇
し
く
も
義
経

に
助
け
ら
れ
、
都
に
連
れ
戻
さ
れ
た
。
平
家
一
族
が
皆
、
死
ん
で

し
ま
っ
た
中
で
唯
ひ
と
り
、
生
き
残
っ
た
平
家
女
人
。
や
が
て
尼

と
な
り
、
京
大
原
の
寂
光
院
で
一
族
の
菩
提
を
弔
う
。

こ
の
屋
島
合
戦
の
あ
と
、
平
家
終
鳥
の
地
・
壇
ノ
浦
へ
と
舞
台

は
移
る
。

書
中
右
瑛
(
な
か
う
・
え
い
)

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
・
夢
二
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
。
一
九
三
四
年
生
ま
れ
、
神

戸
市
在
住
。
行
動
美
術
展
に
お
い
て

奨
励
賞
、
新
人
賞
、
会
友
貸
、
行
動

美
術
賞
受
賞
。
浮
世
絵
内
山
賞
、
半

と
ん
現
代
美
術
賞
、
兵
庫
県
文
化
賞
、

神
戸
市
文
化
賞
な
ど
受
賞
。
現
在
、

行
動
美
術
協
会
会
員
、
国
際
浮
世
絵

学
会
常
任
理
事
。
苦
吾
多
数
。

中右瑛監修

竹久夢二と大正ロマン画家展
大正・昭和高音顕した、夢二、高畠華宵、中原淳〇、

鏑木清方、伊東深水、岩田専太郎らの肉筆画、

さしゑ、版画などを展示します。

鵜8月30日(水)-9月5日(火)

"阪神百貨店(大阪梅田)

喜入場料 500円
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エーゲ海・黒海沿岸

クルーズ③

文・写真 上川庄二郎
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港に上るとすぐ目に飛び込んでくるのが、聖ショーン・アi)トルゲトス教会跡だ

◆
ネ
セ
パ
ル

(
ブ
ル
ガ
リ
ア
一

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
か
ら
黒
海
に
出
、
今
日
は
ネ
セ
パ
ル

を
訪
ね
る
。
黒
海
沿
岸
で
私
が
知
っ
て
い
る
都
市
の
名
前

は
、
オ
デ
ッ
サ
と
ヤ
ル
タ
ぐ
ら
い
し
か
な
か
っ
た
。
ネ
セ

パ
ル
な
ん
て
町
の
名
前
は
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
も
な
い
し

地
図
で
も
見
た
こ
と
が
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
町
は
一
九
八
三
年
に
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
文
化
遺
産
の
町
だ
っ
た
。
私
が
知
ら
な
か
っ
た

だ
け
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
名
高
い
観
光
地
に
な
っ
て
い

て
、
数
多
く
建
ち
並
ぶ
世
界
遺
産
の
建
造
物
の
間
に
挟
ま

る
よ
う
に
し
て
土
産
物
屋
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
。

一
体
ど
こ
か
ら
こ
ん
な
に
多
く
の
観
光
客
が
来
る
の
か
不

思
議
で
仕
方
が
な
い
。

黒
海
に
突
き
出
し
た
半
島
の
町
は
、
周
囲
二
キ
ロ
ほ
ど

で
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
も
、
も
の
の
二
時
間
も
あ
れ
ば
十

分
で
あ
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
わ
ず
か
に
三
百
メ
ー
ト
ル

間
隔
ぐ
ら
い
に
由
緒
あ
る
教
会
跡
が
所
狭
し
と
立
て
込
ん

で
い
る
。

ネ
セ
パ
ル
は
、
紀
一
基
剛
か
ら
の
古
い
町
で
、
ギ
リ
シ
ャ
、

ロ
ー
マ
帝
国
、
次
い
で
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
支
配
を
受
け

な
が
ら
も
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
帝
国

の
一
員
と
し
て
繁
栄
し
た
。
十
五
世
紀
に
オ
ス
マ
ン
ト
ル

コ
に
征
服
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ム
教
へ
の
転
換
を
強
制
さ
れ
た

が
こ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
隠
さ
れ
た
修
道
院
が
ネ

セ
パ
ル
に
残
存
し
世
界
遺
産
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

十
九
世
紀
の
後
半
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
革
命
家
た
ち
が
立

ち
上
が
り
、
露
土
戦
争
を
経
、
西
側
諸
国
の
助
け
を
受
け

た
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
復
活
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
の
戦
争
で

勝
利
し
力
を
得
た
ロ
シ
ア
が
南
下
政
策
を
進
め
ト
ル
コ
に

代
わ
っ
て
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
衛
星
国
家
に
す
る
こ
と
が
脅
威
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だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
ビ
ス
マ
ル
ク
の
調
停
に
反
発
し
た

ロ
シ
ア
と
ド
イ
ツ
の
関
係
は
悪
化
し
、
か
え
っ
て
バ
ル
カ

ン
に
火
種
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
同
盟
国
だ
っ
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
で
、
ソ
連
に
占
領
さ
れ
否
応
な
く
そ
の
傘
下
に
入

れ
ら
れ
て
し
ま
い
、
ソ
連
崩
壊
後
や
っ
と
自
由
の
身
と
な

る
こ
と
が
で
き
、
N
A
T
O
に
加
盟
し
た
。
次
は
E
U

に
加
盟
し
て
真
の
自
由
主
義
陣
営
の
仲
間
入
り
を
目
指
し

て
い
る
。
バ
ル
カ
ン
半
島
の
複
雑
な
民
族
関
係
の
中
、
何

世
紀
に
も
わ
た
り
交
互
に
大
国
の
支
配
に
甘
ん
じ
な
が
ら

も
、
自
立
の
意
思
を
曲
げ
ず
し
た
た
か
に
生
き
抜
い
て
き

た
ブ
ル
ガ
リ
ア
ン
の
意
気
軒
昂
な
と
こ
ろ
を
垣
間
見
た
思

い
が
す
る
。

帰
国
し
て
、
大
相
撲
を
見
て
い
る
と
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
出

身
の
琴
欧
州
が
一
人
気
を
吐
き
、
横
綱
朝
青
龍
と
優
勝
を

争
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
旺
盛
な
琴

欧
州
に
何
と
な
く
親
し
み
が
湧
い
て
く
る
の
も
不
思
議
で

は
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
も
の
で
あ
る
。

◆
兎
一
飛
行
穣
一
と
徳
一
船
一

膳
の
旅
の
い
い
と
こ
ろ
は
何
と
云
っ
て
も
ホ
テ
ル
と
交

通
機
関
が
一
体
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
亀

(
船
)

さ
ん
は
、
足
は
遅
い
が
休
ま
な
い
。
一
夜
明
け
れ
ば
次
の

世界遺産の-つで、今は野外劇場にもなっている聖ソフィア教会
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ギノシャ晴代をしのばせるトミス道路公団

目
的
地
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
か
ら
頼
も
し
い
こ
と
こ

の
上
な
い
。
こ
れ
に
引
き
換
え
、
兎

(
飛
行
機
)

さ
ん
は

夜
は
一
服
す
る
の
で
使
い
づ
ら
い
。

◆
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ァ
一
ル
ー
マ
ニ
ア
一

語
は
脱
線
し
た
が
、
私
た
ち
が
寝
て
い
る
間
も
亀
さ
ん

は
休
ま
ず
、
翌
朝
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ァ
着
。

コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ァ
な
る
町
も
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た

が
、
こ
こ
も
黒
海
に
面
し
た
ル
ー
マ
ニ
ア
最
大
の
港
町
で

あ
る
ば
か
り
か
、
黒
海
沿
岸
で
も
有
数
の
港
湾
都
市
で
あ

る
と
い
う
。
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ァ
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の

遺
跡
も
多
く
残
さ
れ
、
町
の
中
心
部
が
遺
跡
公
園
に
な
っ

て
い
る
。

ル
ー
マ
ニ
ア
も
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
同
じ
よ
う
に
、
ギ
リ
シ

ャ
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
支
配
さ
れ
る
な
ど
、
〃
劇
的
な
血
だ

ら
け
の
騒
ぎ
〃
を
繰
り
返
し
、
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
の
属
国

に
な
り
、
ロ
シ
ア
の
保
護
領
に
な
る
な
ど
常
に
大
国
の
存

在
に
脅
か
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
国
で
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
の
が
二
十
世
紀
後
半
の
ル
ー
マ
ニ
ア
を
恐

怖
政
治
で
支
配
し
た
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
の
独
裁
体
制
だ
っ

た
。
今
は
、
共
産
主
義
政
権
か
ら
脱
却
。
民
主
主
義
、
市

場
経
済
を
目
指
し
て
、
先
ず
は
N
A
T
O
に
加
盟
し
、

次
な
る
E
U
へ
の
加
盟
を
目
標
に
政
治
・
経
済
の
建
て

直
し
に
懸
命
だ
。
し
か
し
、
実
態
は
貧
富
の
差
も
ひ
ど
く
、

大
変
な
イ
ン
フ
レ
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
事
実
。
ま
だ
前

途
多
難
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

次
回
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
。

漢
か
み
か
わ

し
ょ
う
じ
ろ
う

1
9
3
5
年
生
ま
れ
。

神
戸
大
学
卒
。
神
戸
市
に
入
り
、
消
防
局
長
を
最
後
に
定
年
退

職
。
そ
の
後
、
関
西
学
院
大
学
、
大
阪
産
業
大
学
非
常
勤
講
師

を
経
て
、
現
在
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
1
。
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フ醜ッサー同研究室岡田澤
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